
94 Coexistence  Activity Report  2008 アクティビティレポート  2008 95

　本研究科では共同研究・教育を進める目的で、既にコロ

ラド鉱山大学（米国）、青島科学技術大学（中国）、陝西科学

技術大学（中国）、ボルドー第1大学（フランス）、国立成功

大学（台湾）、リヨン中央理工科学校（フランス）、マルセイ

ユ中央理工科学校（フランス）、テヘラン大学（イラン）、

ウォータールー大学（カナダ）、光州科学技術院（韓国）、

韓国科学技術院（韓国）、チャルマース工科大学（スウェー

デン）、東北大学（中国）、オークランド大学（ニュージーラ

ンド）、同済大学（中国）、オーストラリア国立大学（オース

トラリア）、アジア工科大学院（タイ）、バンドン工科大学

（インドネシア）と大学間協定を締結している。このうち

2008年に締結・更新された協定校は、バンドン工科大学

（6月締結）及びアジア工科大学院（11月更新）である。

2009年1月には国際教育協会（I.I.E）（米国）との大学間協

定締結及びコロラド鉱山大学との更新を予定している。

　部局間協定は現在、タシケント国立経済大学（ウズベキ

スタン共和国）、韓国生産技術研究院光州研究センター

（韓国）、ドイツGGA（応用地球科学研究所）、バンドン工科

大学（インドネシア）と締結している。このうちバンドン

工科大学は2008年1月の締結である。

　これらの諸協定に加え、中国清華大学環境科学工程院、

中国同済大学環境科学工程学院と研究・教育協定を締結

している。




